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【概要】
EHR/PHRをツールとした実践的連携医療、医療情報共有を進め、そこ
から浮かび上がる問題点等を整理し、その成果を2015年を目処に、政策
提言としてまとめる。

【内容】
• 期間：2012年度～2015年まで
• 地域：長浜市（滋賀県）、京都市
• 目的：

　EHRをハブとした、B2C（患者へのデータ開示）、B2B（連携医
療）、B2R（研究への二次利用）、医療データの商業利用などに伴
う問題点を検討し政策提言としてとりまとめる。

• 方法：
　すでに稼働しているEHR基盤（iDolphin）を使い、京都市、長浜市
などで、市民、医療機関、行政、企業などの参加を募り、B2C、
B2B、B2R等の事業を展開する。
　京都地域では、現在稼働中の京大、府立医大の他、公立病院、市
立病院、医師会（左京医師会、クリニック）、薬局等の参加を求め
る。
　長浜地域では、中核病院、行政、市民団体などの参加を得て、診
療・健診データの共有体制実現し、通常の医療の他、へき地医療の
改善に取り組む（リアルタイム遠隔医療技術の適用など）。
また、ゼロ次コホート事業における診療データの学術利用（B2R）
など新しい事業の展開を計る。
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【組織体制】
• 代表者 : 吉原博幸 

• 事務局 : 京都大学医学部附属病院 医療情報企画部
◦ 担当: 黒田知宏

• 構成員（案） : 湖北医師会、長浜市、左京医師会、京大医学研究科、
京大病院、京都府立医大病院、NPO MedXMLコンソーシアム、NPO 

日本医療ネットワーク協会、NPOまいこネット、協力企業コンソー
シアム

【イベント予定】
2012.10　シンポジウム　10月13日（土）14時～
　　　　　医療情報学会関西支部、 日本医療ネットワーク協会共催
　　　　　場所：TKP大阪梅田ビジネスセンター
　　　　　　http://tkpumeda.net/access.shtml

2013.03　研究会
2013.10　シンポジウム
2014.03　研究会
2014.10　シンポジウム
2015.04　医学会総会にてシンポジウム（京都市）予定



EHRの基本概念
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３）B2R：診療データの研究利用（匿名化２次利用）
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まいこネット
http://www.e-maiko.net/
NPO京都地域連携医療推進協議会

【参考】
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１）患者がセンターに口座を作成

２）患者が病院にデータ送付を依頼

３）口座にデータが集約される

４）患者がデータを閲覧

　（患者の許可のもと関係病院も閲覧）

① 患者の自発意思で申請

運用の実際

② 窓口で送付を依頼

③ データの送付 ④ データの参照・共有
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〒606-8507 

京都市左京区聖護院川原町54 

京都大学医学部附属病院 
075 (751) 3093 

京京都大学医学部附属病院 

医療データ提供依頼書 

 京都大学医学部附属病院  御中 
                    平成  年  月  日 

私は、「まいこネット」の趣旨・内容を理解のうえ、京都大学医学部附属病院
へ下記内容にて医療データ提供を依頼します。 

【申込者記入欄】 

＊申請者ご本人が合理的判断をできない状態にある場合は、代理申請者の方に
も申請書に署名していただきます。一般的にはご両親や後見人の方にお願いし
ておりますが、その他の法定代理人を必要とする場合があります。 

【代理人記入欄】（代理の方による申込の場合） 

※なお、まいこネット及び京大病院のＩＤは、利用者が責任をもって管理する
こととし、利用者の管理不十分、使用上の過誤等による損害について、京大病
院は一切責任を負いません。 

 

 病院記入欄（患者さんは記入しないでください） 
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京都大学医学部附属病院 
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まいこネットユーザーID発行の推移

2043アカウント（2012年8月）

【参考】



京大病院の情報サービス

臨床データは患者によって管理される
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データ参照
（主としてテキスト）
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電子カルテブラウザ：ext.KING

インターネットを使いアクセス（VPN+SSLで専用線化、暗号化）
関連医療機関に限定したサービス

（ 線 ）

【参考】
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長浜ゼロ次コホートデータと臨床データの統合
長浜コホートプロジェクト参加全市民を対象とした生涯カルテによる健康増進

 特徴：長浜ゼロ次コホート参加全住民によるEHR
　　　1万人：opt-out（任意離脱）の権利保証
 問題点（課題）：
　個人情報保護法（条例制定）
　住基ID等公的IDの医療利用
　匿名化医療データの公的•研究的利用
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既存（連携実験中）

特定検診

既存（接続検討中）

既存サービス
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データ
相互提供

管理：京大
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長浜EHRプロジェクト

（社）労働保健協会

push型
データ送信*

*push型データ送信：
オフラインで参照可
災害にも強い

レセ電

匿名化臨床データの提供

既存サービス

調剤薬局

参加市民への
コホートデータの提供
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